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チーム医療と連携に欠かせない看護管理者のマネジメントと調整スキル
チーム医療は誰のため何のためか？
～看護師の専門性

上田 順子
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2010年３月の厚生労働省「チーム医療の

推進に関する検討会」報告書'）では，チーム

医療について次のように記されている。「チー

ム医療とは，『医療に従事する多種多様な医

療スタッフが，各々の高い専門性を前提に，

目的と情報を共有し，業務を分担しつつも，

互いに連携・補完し合い，患者の状況に的確

に対応した医療を提供すること』と一般的に

理解されている｣。

筆者は，上記の内容で「補完」という言葉

に違和感を覚えた。広辞苑によると「補完」

とは，「足りない所を補い，完全にすること」

である。プラスαではなく，元に戻す，現状

に戻すようにとらえられるのである。また，

「医療スタッフが，…医療を提供すること」

という言葉から，医療者側の視点でつくられ

ているようにも感じた。チーム医療推進の背

景には，昨今の医療現場の疲弊から，効果と

して医療従事者の負担を軽減することが期待

されていると思われる。

蕊
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１９７７年北海道大学医学部附属看護学校卒業。１９９８年旭Ⅱ｜

大学経済学部経済学科卒業。２００５年旭川医科大学大学院医

学系研究科修士課程修了。１９７７年旭川医科大学病院勤務。

1990年看護師長。１９９８年副看護部長。2002年より現職。

２００５年認定看護管理者取得。
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る中で考えてきたことなど，看護管理者の視

点でチーム医療について述べたいと思う。

あるコンサルテーションチームのメンバー

である看護師が，「今度，市民公開講座を開

催することになりました」と１枚のポスター

を看護部長室に持ってきた。そこには，総合

司会，座長，演者として，チームメンバーで

ある医師や薬剤師，栄養士の名前が記載され

ていた。「○○さんはどんな役割なの？」と

看護師に尋ねると，「私は受付です」という

返答があった。受付が悪いと言っているので

はない。この医療チームの中で，看護師はど

のような位置付･けで役割を担い，専門性を発

揮しているのかが気掛かりであった。

看護職はチーム医療のキーパーソンと言わ

れているが,果たして現場では,看護職はキー

パーソンの役割を果たす覚悟ができているの

だろうか。看護管理者はチーム医療を実践す

る環境を整えているのか，キーパーソンとな

る人材を育成しているのか，多職種と協働す

る体制はできているのかなど，自問自答する

毎日である。

本連載では，院外の看護管理者研修講師と

して数年間，「チーム医療と連携」を担当す
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次回は，「協働志向」について，看護師が

他職種の働きやすいようにサポートばかりし

ているような現状でよいのだろうか，看護師

のチーム医療における位置付けなどを考えて

みたいと思う。１，脚
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急医と道内医療機関を回り，連携体制を構築

するなど，退院支援・調整においてアクティ

ブに取り組み，成果を上げた。また，看護職

にとってもＭＳＷと役割分担することで，本

来の業務に専念でき，さらに連携することで

スムーズな患者の退院支援につながった。改

めて，これまで事務部門や看護職で担ってい

た役割は，到底，ＭＳＷの専門性を補えるも

のではないことを実感することとなった。同

時に，その役割を兼ねていると思い込んでい

たおごりの気持ちが恥ずかしくもあった。

組織の事情により，複数の専門職種がそろ

うことは難しいことではあるが，チーム医療

を進めるためには，必要な職種が病院に公的

に雇用されることの意義は大きい。
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